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PMSQ エアロゲルの可視光透過率やヤング率を向上させる指針を明らかにした。  
 
Pluronic F127 を界面活性剤に用いて細孔径を制御した PMSQ エアロゲルにお
ける気体圧力と熱伝導率の関係  


















た新しい柔軟エアロゲル /キセロゲル  
 3 官能性ケイ素アルコキシド・MTMS と 2 官能性アルコキシド・ジメチルジメト
キシシラン（DMDMS）を前駆体に用い、界面活性剤 CTAC により相分離を制御す
ることで、柔軟な多孔性モノリス体（マシュマロゲル）を得た。出発組成による物













みを迅速に吸収することがわかった。MTMS と DMDMS を前駆体に用いて得られ
たゲルは−130 °C から 315 °C まで広い温度域で力学特性などの物性を維持した。ま
た、MTMS や DMDMS 以外の 3 官能性・2 官能性アルコキシドの組み合わせでも同
様のゲルが得られることを明らかにした。  
 
チオール－エンクリック反応を表面に施すことで得られる超撥水性・超撥油性
マシュマロ状マクロ多孔性ゲル  
前駆体にビニルトリメトキシシランおよびビニルメチルジメトキシシランを用
いることで、骨格表面にビニル基を有するマシュマロゲルを作製した。このビニル
基に、パーフルオロアルキル部位をもつチオールを結合させることにより、超撥油
性表面をもつモノリス体が得られた。ビニル基を表面にもつマシュマロゲルは簡易
な方法で表面修飾が可能であり、表面機能を設計できることを示した。  
 
結論  
 界面活性剤を用いて相分離を適切に制御することで、均質な微細構造をもつモノ
リス型多孔性有機ポリシロキサンを得た。出発組成における溶媒、触媒、界面活性
剤の濃度により微細構造が変化し、力学特性や可視光透過率をはじめとする物性の
制御が可能となる。適切な組成を選択することで、超臨界乾燥過程を必要としない
透明断熱エアロゲルや、水－油分離媒体を作製した。均質な細孔をもつ柔軟多孔体
の前例は少なく、科学・産業両面から今後の発展が期待できる。  
